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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目視外を飛行するドローンの産業は、製造もサービスも競争はこれから。その競争をスタートさせるのは、ドローンの目視外飛行に必要となる運航管理システムの社会インフラとしての実装。
それを世界に先駆けて実現する国において、目視外を飛行するドローンの機体とサービスの開発競争が起こり、そこで育まれる企業が、「空の産業革命」後の世界市場を獲得する。

ドローンが活躍する安全で便利な社会を実現するためには、安全性と利便性を両立させることが重要です。安全性とは、名前の通り空域全体の安全を確保できること。利便性としては、ドローンユーザーがビジネスを行いやすい仕組みであること、また今後のドローンの増加に対応できる仕組みであること、これらが運航管理システムに求められます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多数のドローンが同時に飛行し活躍する社会を実現するための運航管理（UTM）システムの研究開発を、2017年度より3年間のプロジェクト（2017年度予算：33.0億円の内数）として開始。
JAXAを筆頭にUTMの全体設計を行い、物流や警備等にドローンを活用する民間企業等が運航管理に必要な各機能を分担して開発。福島浜通りで実験を行いながら、2020年までに社会実装させる。
運航管理機能については、ユーザと運航管理統合機能の間をつなぐ役割を果たしており、それぞれの特徴的な機能や他の運航管理機能との相互調整などにより、ユーザのニーズに合わせた多様なサービスを提供します。
このスライドには示せておりませんが、運航管理機能の下にドローンを活用したサービスを展開するユーザーがおり、運航管理機能からの情報や、機体の衝突回避機能などを使って、自分のドローンの運航を行います。
運航管理統合機能については、全ての飛行計画やリアルタイム飛行情報を把握して、運航管理機能に伝える役割となります。緊急時には警報や回避指示を伝えます。

実際のシステムの流れを例として紹介しますと、例えばドローンを使った荷物配送の場合、ユーザが荷物配送を受注し、飛行計画を作成し申請します。それが承認を得られると予定している時間でドローンが離陸して飛行します。特別に何もなければ飛行計画通りに飛行し、荷物配送が完了しますが、例えば別の運航管理機能の機体が接近してきた場合、回避指令が届き、衝突を回避し、ルート修正の上、届け先に向かうようになります。他にも悪天候であれば、その通知とともにルート回避の指示がおりるといった形で、ドローンの安全運航を管理する仕組みとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島イノベーションコースと構想に基づき整備する「福島ロボットテストフィールド」は、物流、インフラ点検、大規模災害などに活用が期待されるドローン、災害対応ロボット、水中探査ロボットといった陸・海・空のフィールドロボットを主対象に、実際の使用環境を拠点内で再現しながら研究開発、実証試験、性能評価、操縦訓練を行うことができる世界に類を見ない一大研究開発拠点です。
本拠点は、南相馬市・復興工業団地内の５０haの敷地内に「無人航空機エリア」、「インフラ点検・災害対応エリア」、「水中・水上ロボットエリア」、「開発基盤エリア」を設けるとともに、浪江町に長距離飛行試験のための滑走路を整備する計画であり、今年度以降準備開所を予定している。
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